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2019年５月 14日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 バ リ ュ ー デ ザ イ ン  

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 尾 上  徹 

 （コード番号：3960 東証マザーズ） 

問合せ先 取締役 管理本部長 上田  恭子 

 （TEL．03－5542－0088） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2018年８月 13日に公表した 2019年６月期（2018年７月１日～

2019年６月 30日）の業績予想を下記の通り修正いたしますので、お知らせいたします。 

 

１． 2019年６月期の連結業績予想値の修正（2018年７月１日～2019年６月 30日） 

（単位：百万円）  

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 2,123 △197 △210 △172 
円 銭 

△118.08 

今回修正予想（Ｂ） 2,060 △114 △126 △105 
円 銭 

△71.51 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △63 83 84 67 ― 

増 減 率（ ％ ） △3.0  ― ― ― ― 

（ 参 考 ） 前 期 実 績

（2018年６月期） 
2,053 79 64 33 

円 銭 

22.83 

 

２． 2019年６月期の個別業績予想値の修正（2018年７月１日～2019年６月 30日） 

（単位：百万円 ）  

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 2,064 △42 △43 
円 銭 

△29.52 

今回修正予想（Ｂ） 2,012 △28 △32 
円 銭 

△21.79 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △52 14 11 ― 

増 減 率（ ％ ） △2.5 ― ― ― 

（参考）前期実績

（2018年６月期） 
2,029 147 89 

円 銭 

61.16 
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３． 修正の理由 

売上高については、ハウスプリペイドカード事業、ブランドプリペイドカード事業ともに案件の導入店

舗数、取扱高等の当社事業における重要指標は伸長しており、そこから獲得されるシステム利用料の売上

は計画をやや上回る見通しです。一方、初期売上は、ハウスプリペイドカード事業において、当期受注の

大型案件の稼働準備に想定より時間を要しているため、計画を下回る見通しとなっており、総売上高は計

画に対して未達となる予測を立てております。 

 

費用面においては、当期はシステム投資、人材投資、その他投資（オフィス移転、販促、M＆A関連な

ど）を行い、合計３億円超の費用計上を見込んでおりました。各投資案件の進捗は概ね順調であり、期内

に完了する見込みである一方、投資に伴い発生する費用については、システム調達ルートの見直しやオ

フィス移転関連費用の削減、低コストの人材採用手法の導入などにより低減に努めた結果、期初の予測に

対して２割程度削減される見通しとなっております。 

 

利益面においては、売上高の減少による影響を、投資に伴う費用の低減効果が上回るため、期初の予測

に対して損失が縮小することを予想しております。 

 

（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


